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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花山天文白
星圖では悪、く，球心投影一法によって描かれた所謂流星圖を使用する’これ
は大圓が直線で現はされる圃であって，直線に認めた流＆の経路を直線．に記
録出門，経路の延長から直ちに輻射黒髭を求める事の出來るものである．ヤン
グのつくった流星圃（甲種）は5等級までの星が記されてみるが，1枚の範團が
鋏く一般の一別には不便なため，現在では全天を6枚に分ち，5．5等級までの
星が記戯され．てるる花山の乙種流星圖を使用してみる．観測用紙は各個の流
星に就て記録すべき事項，1回の槻測に就て記録すべき事項を各欄に記入す
る線にした印刷の一定したものがっくられてるる．
　7．　用　異　時計，記録用赤上磯，鉛睾，昆圃及び用紙を張る板，三脚等．
　　　　　　　　　　　　　　襯測記録
　（A）星圖の記入
　1．経路流星の経路とは，流星が出現黙から滑滅鮎に到る間tc天球
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上に描く線の事であって大低は直線である．流星が流れた瞬聞よく注魅し，
鵠現凱滑滅熱，経路を附近の星の聞に見定め，流星階上の星をたよi］　tc記
録するのである．流れた方向を矢印で示し傍に番號を附けて置く．維路は長
いものもあれば短いものもある．輻射黙に出現すれば1黒占に見える筈である．
輻射黙決定に直接用ひるものでn己録中最も重要なものであるから，充分丁寧
に目測し注意して記入せねばならぬ，維路を正確に記入するためには，星座
や一等星の配置は勿論，押脚微光なものまで流星固と引合せて知る事が第一一
である．経路を確實にするため物差の様なものを當がぴ，経路を前後に延長
し基準になる星を求め，又適當な二星間を通った揚合はその比を目測する等
の：方法をとる．維路が曲った無情は曲げ，分裂，爆嚢はその位置を記入する．
観測方向が星圖の境になる揚油には2枚又は3枚の星圖を使用する．
　2．其他流星「」の瀾外左上に槻測番謡，観測年月口，槻測開始及び
終了時刻を記し，左下に観測地，観測者を記して置く・
　（B）観測用紙の記入　（個々の流星に就て）
　1・幽幽2枚以上の星圖を使用する揚合，経路記入がどの圖になされ
てるるかを記するのであって，流星圃の番號（第1面一第6圖）を書く．
　2．番　號　観測を開始して最初に昌1現した流星を1，次を2，その次を3，
以下順次績ける．この番台は流星周の語路の鰺に記する番號と同一である、
1枚の用紙は14で詰るから，14個以上の出現ある横合は，2枚目の用紙に15か
ら始め以下これにならふ．
　5・出現時刻　出現の時刻を時計によって調べ，外位まで記録する・使
用時計は懐中時計，腕時計何れでもよいが，：分位の明瞭に解るものが望まし
く，槻測に先だちラヂオ，電氣時．桂町により正確に合はせて置く事を必要と
する．
　4・確度維路記入の｝1三確の程度を記するのであって，次の5階級に分
ち敷字で現はす．
　　　　　　　最夏（5），艮（4），申（3），不艮（2），最導引（1），
最良とは羨差全くなしと思はれる網野，良は特に方向に曾て殆んど聞違ひな
しと思はれる揚合，注睨黙より30。も離れた塵に出現したものには4以上は
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與へられなV・・2又は1のものはなるべく記録にとらなV・方がよv・．この確度
はその記録を輻射黙決定にどの位の重さで用ひるかを決定するものである．
　5．経績時間　経績時間とは流星が現はれた瞬間より，消滅熱に到るま
での旧聞であって，普通1秒までのものである．0．1秒を軍位に現はす．この
維績時間の測定は流星観測中最も難かしいもので，個入差の：多い即ち観測設
差の甚だしいものである．方法としてはロ唱法と書ひ，あらかじめ，1秒闘に
5音叉は10書（アイウエオ・ヒフミヨイムナヤコ1・）を激へる練習をして置き，
出現と同時に撒へ初め清滅黒占に到るまでの時闇を測る．慣れぬ内は失敗が多
いが練習と熟練によb正確を期すべく努めねばならぬ．ストップウオッチを
使用する事も考へられるが良い結果は得られない．流星の速度研究の材料に
なるものである．流星には尾，痕のある事があるから，この経績時闇を流星
が磯回してから消滅するまでの時間と誤まらぬ檬にせねばならぬ．痕を回す
揚合往々その時間を含め、易いが，痕の持績時間は別に記録せねばならぬ・
6．光度流星の明るさを附近の恒星の光度と比較して等級にて記す
る．普通光度1等を階級とするが，熟練に從ってO．5等rkでを階級とする檬に
なる．瞬間的なものであり，尾を引く關係上，相當な誤りがあり，特に張光
度の揚合甚だしい誤差を生じる事が多いから注意したい．恒星の光度と比較
出來lt　V・位明るい大流星や火球の場合は金星，牟月，満月等の明るさと比較
する．流星は進行中光度が一定するものでなく，時には甚だしく攣化する：事
がある．その様な二合には1→一1一幻の如く3つ位の部分に分けて，町回の
欣態を記する事とする．
　7・速度見掛けの速度の蔽急を現はすので，定まった標準もなく，全
然主観的なもので不安の様であるが，数圓の槻測から大艦基準がつく，現は
し方は急速R（Rapid），中M（Moderate），緩S（Slow）及び甚v（Very），
梢r（Rather）を組合せ次の7階級とする．
　　　　　　　vR，　R，　rR，　M，　rS，　S，　vS
普通の標準を抜けて特別に速い附合叉は緩iv・揚合はvvR，　vvSの如く現はす．
見掛けの速度は出現位置と輻射鮎の位置とに關係するもので，その流星を昂
る流星群に屡するものか否かP見分けるに役立つものである・光度同様進行
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中攣化を認めた揚合にはrS→M→pvRの如く記す．
　8．色明るい流星では色を識別出町る事がある。確實に孚わたものだけ
を記するのであって次の様に略字を使ふ
　青B（Blue）白W（White）黄Y（Yellow）赤R（Red）
混色の揚合はWB，　WY，　YRの如く記し，光度，速度同様進行中に攣化を
認めた揚合はW一＞YW→YRの縁に記す．渋る流星群に撮する流星はほぼ一
定の色を持ち，統計的研究材料になるものである．
　翫　注　意　痕（Train）があった揚合はその持盛時聞と共にT（O．s8）の
如く記し，其他血路の曲った調合，爆獲，分裂，晋響等のあった揚合それぞ
れ適當に記録する．
　10。出現黒占及び漕歯黒占　出現黒占及び潰滅黙を赤経，赤緯で記するので
あるが，これは癒着に記された経路より何時でも求められるものであり，総
ての流星に就て壷振を求める事は無駄な事で，この欄全部を記入する事は不
要である．唯一1等級以上の明るい流星だけを調べて記入して置きたV・．但
し1圃の観測数が10個に漏たす，報告に星圖を使用しない揚合は，赤経，赤
緯を度にて全部記する事とする．
　11・流星群　維路の延長から詰る流星群に翻するものと認めた揚合，そ
の流星群の英文頭文字を記して置く。
　（c）観測用紙の記入　（／同の槻測に就て）
　L番號観測者の槻測番號で，取初に行なった観測に1，次に2，以
下年月に關係せす何虚までも進める．
　2．観測地　地名は市町村名を記入．維緯度は滲出本部5萬分の1地圖よ
り求める．経緯度とも度分秒で現はす．
5．襯測者観測者の氏名常時の親測者でなV・揚合及び最初の報告に
は年齢及び職業（勤務先，學校）を附記される事が望ましい．
4．日附槻測の年月日．夜型前後断歩り糊測の揚合は7一一8の如く日
を2つ：並べる．
5，観測開始時刻　朗測を始めた時刻．天文時刻を用ひ午前午後を使用
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しない，帥ち午後10時の揚合は22時の如く記す．
　6．観測終了時刻観測を終った時刻．天文時刻使肘
　7。観測時間　槻測開始より終了までの時聞．1時闇以上の揚合も八三
のみにて現はす．邸ち1時闇30分，2時間の場合には9⑪分，12周分の如く記す
る．槻測中休止した揚合は休止時間を減ぜねばならぬ．
　8。襯潮回籔　記録された流星数，即ち最終の流星番號と一致する・経
路記録をとらす敷のみ数へたもの（出現時刻のみの記録を要す）がある蝪合に
は含回せすに25＋8の如く別に記す．
9。負i等級以上の轍　光度記録中の一1等級以上のもの数を調べる
　1⑪．痕あるもの　注意記録中にTの記號あるものの数を調べる・
　11，1時間畢均緻　7の槻測時間と8の槻測個数によ｝，，1時閤卒均の出
現数を求める．小婁娯一下1位まででよからう，
　12。室氣の頁否　室の良さの事で雲量とは關係ない・次の3階級にて現
はす．良（Good），中（M：oderate），不罠（Bad）
13．雲量観測中の全天の雲量・幽，全天を10とし雲の覆ふ分量を激
字で現はす覗測中に相譲イヒある揚合は2粉又は30分敏調べて置絆均
を求めるv二二方向に雲の掛った場合は注意欄に時刻と共に記す．
　14。Factor　理想的晴夜であった揚合認められるであらう出現敷を求
めるに用ひる債で，槻測から得た1時聞李均出現数をこれで除すると確から
しい1時問不均出現数が得られる．室の良さ，綴測方向の去，月の妨害程度，
地上の障害物，共他を参考にして決定する．主覗的なもので，多くの観測整
理の院、不便なので統一‘のため決定標準として，小横課長は次の如く護表され
てみる．
　6．5等の最微肉眼星の見ゆる時1・⑪
5～5．5等星まで見ゆる時＿＿．．＿0．8
4Av4．5　．　．．．．．．．．．．．．．．，．．．．”．，」・．・＋・一　OS
3－35　．　．．．．．．．，・・一．．．．…．・・一・一・・一　O．4
2－2．5　．　．．．．．．．”．一　．．．”．．．．．・・…　一・　02
5．5～6等星まで見ゆる時　O．9
45一一5　．　．．．．．．．．．．．．　．．．“．．」　07
3．5・“s－i4　，，　．．．．．．．．．．，．一・．．．，」一・　B5
’2．gnM．・5　，，　．．．．．．．．，．．．．．．．．，．．・　O，3
2等級までの星が見ゆる時0．1
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　上記悪字は覗野に雲，障害物なく，その上観測者の心身に異歌のない揚合
で實際は各種の條件を考慮して債を下げねばならぬ．
　15．時計使用時計の種類．名樽
　16．時計の正確さ　使用時計の性能，観測者の態度から記録時刻にど
の程度の誤差を含むかを記する．幽魂終了後観測時に於v・て使用時計が明ら
かに邊速してるた事が解れ，ば，記録清書の際修正する事としたい．
　i7・月　観測時に室に月があった揚合，その星座と月齢を記す．
　18．観測方向　覗野の中心とする星座名を記して置く・
　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　び
　流星擬測の目的は流星の軌道及び流星の物理的化學的研究にあるは勿論，
彫る揚合には彗星の研究に役立ち，更に進んでは星辰進化論の一素材ともな
る甚だ重要なものである．虞がこの流星の観測は天文観測中アマチュア天文
家と最も深V・墨流を持つものであって，現在研究に必要な槻測材料は殆んど
軍門家以外のアマチュアによって提供されてみる現朕である．アマチュアと
して誇りとすると共に大いに自重し，科學者として虞面目な態度をもつて観
測を異なはねばならぬ．街軍に観測をなし報告をするに止まらす，観測記録
から輻射黒占を求め，更にそれより軌道を計算し，又は同時観測より實経路を
決定する等の事もアマチュアに於てなし得る瓢で，一一一段と興味深い庭である．
流星天文學に於てアマチュアに淺され，アマチ・・アのなすべき仕事は甚だ多
い。否，大部分がアマチュアに任されてみるのである．翼摯なアマチュアの
精密が望まれてみる．
　　　　　　　　　　　　　　附　　　　　記
　○盛人例として1935年10月の双子座流星群鯉測星岡，槻測用紙を掲げたから参照して
戴きたい．（求められた輻射黙はggo＋120　Y　Geminidである）
　0主な流星群輻射黙の位置は天文年鑑にあり，流星群の詳細，輻射黙の求め方，實緯
路決定，軌道計算等に就ては小横課長著し流星の研究7によられ，たし．
　○流星圖及び槻測用紙は京都市山科花山糖類豪内東亜天丈協會に於て磯行，翻測者は
同所宛請求の事．
　○翻測記録は星圖の上に齪測用紙を重ね上部を糊で張りつけ，1同分づxを纏め鯉測
番三選に整理する．
　○観測報告は和歌山縣有田郡金屋　小三孝二郎氏四四附の事，
　○観測開始希望考は小棋課長又は二野宛申込まれたい．　　　　　（1936年8月）
